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１ 業務の概要 

ア 業務の目的 

 平成 27（2015）年９月 25日に国連サミットで採択された「持続可能な開発のための

2030 アジェンダ」で中核をなすのが、世界が達成すべき 17 ゴール・169 ターゲットか

らなる SDGs（「持続可能な開発目標」(Sustainable Development Goals)である。SDGsは、

先進国、途上国の二元論ではなく、全ての国に適用される普遍性を持ち、環境・経済・

社会の３側面に関する課題を統合的に解決することを目指すもので、パートナーシップ

の下で、あらゆるステークホルダーが力を合わせて取り組むことが求められている。 

 日本においても、政府一体となって SDGsに取り組むため、平成 28年５月閣議決定に

より「SDGs推進本部」を設置して、「持続可能な開発目標（SDGs）実施指針」を策定し、

その取組を推進しているところである。しかしながら、国内では SDGs についての理解

や具体的な取組等が十分に進展しているとはいえない状況にある。こうした背景を踏ま

えて、地域における環境課題への取組を、SDGsを活用し他の社会課題の取組と統合的に

進めることで、それぞれの課題との関係の深化、ステークホルダーの拡大、課題解決の

加速化等を進めるとともに SDGsへの理解を促すことを目的とした。 

 なお、本事業においては、地域の担い手不足の課題が里山保全と木材利用にも大きく

影響しており、自然あふれるこの地に、林家及び林業従事者と障がい者の取組（作業）

をあわせることで、以下の課題を同時に解決することが持続可能な地域づくりにつなが

ることを目的とした。 

 

イ 事業の実施期間 

⚫ 事業全体の実施期間は平成 30（2018）年度～31（2019）年度までの２カ年とする。 

⚫ 平成 31年度について、契約締結日～令和２年（2020年）３月 19日まで。 

 

ウ 業務の内容 

 本事業では持続的な地域木材の活用、林業における雇用創出を目指し、間伐材を活用

した製品づくりによる障がい者雇用を通した持続可能な地域づくりのための地域資源

循環プランの作成、実践を行った。 

（１）協議会の設置・開催 

（２）平成 31年度の事業計画の作成 

（３）事業計画に基づく事業の実施 

ア 実証事業及びプログラムの確立 

  イ 林業家、林業関係者を中心としたログファイヤーの製作講座の実施 

  ウ 市民向けの交流会及び報告会、セミナーの開催 

  エ 活動のＰＲ等 

（４）月次報告書及び進捗管理表の提出 

（５）連絡会、成果共有会への参加 

（６）支援事務局等との連携 

（７）報告書の提出 
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エ 業務の実施体制 

 2018 年７月、栃木で SDGs 事業を手がける「NPO 法人エコロジーオンライン」が中心

となり、長野県飯山市で里山保全事業を展開する「フォレストデザイン」、森林セラピー

を手がける「御宿飯山館」、障がい者の自立支援を行う「NPO 法人ここから」とともに、

「里山ウェルネス研究会」を設立した。この団体の設立の目的は、長野県の豊かな自然

をベースに、里山体験や森づくりに関わる事業を展開していくものである。 

 本事業では主に、事務局業務（事業管理）・広報を「NPO 法人エコロジーオンライン」

「御宿飯山館」、実証等事業の現場作業を「フォレストデザイン」「NPO 法人ここから」

が中心として展開する実施体制となっている。 
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２ 協議会の設置・開催 

(1) 協議会（協働取組関係者）の構成 

    ステークホルダーとの関係図 

 

    各団体の主な役割 

組織名 セクター 役割 

NPO 法人エコロジーオンライン 民間団体 広報・事業管理 

フォレストデザイン 企業 作業・プログラム安全管理 

御宿 飯山館 企業 広報 

NPO 法人ここから 民間団体 障がい者支援 

なべくら高原森の家 民間団体 フィールド提供 

日本森林林業振興会長野支部 民間団体 林業専門家派遣・情報提供 

飯山市社会福祉協議会 民間団体 施設使用提供・サポート 

飯山赤十字病院 民間団体 障がい者サポート 

飯山市 行政 オブザーバー・活動支援 

長野県 行政 オブザーバー・活動支援 

中部森林管理局 行政 活動支援 



4 

 

(2) 開催した協議会 

 本事業の目的及び目標の共有を行うため、本事業に関わる協働取組関係者の役割を明

確にするとともに、取組の具体的実施方法の協議等を行った。協議会には、協働関係者

に加えて、オブザーバーとし、社会福祉協議会、長野県、飯山市、中部森林管理局等を

参画し、協議会は４回開催した。 

 

ア 第１回協議会 

日時：令和元年５月 22日（水） 

場所：なべくら高原 森の家 

内容： 

 ・昨年度の報告、本年度の事業計画及びスケジュールについて 

 ・同時解決事業についての説明 

 ・ワークショップ 

 ・ログファイヤーの普及企画会議（ログファイヤーのワークショップ）           

 ・その他 意見交換 

  

 

【ディスカッションで出てきたアイデア】 
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イ 第２回協議会 

日時：令和元年７月４日（木） 

場所：いいやま里の家 

内容： 

 ・障がい者施設利用者の作業見学 

 ・施設職員による利用者の様子等のお話 

 ・作業におけるワークショップ  

 ・第１回協議会の振り返り 

 ・その他 意見交換 等 

  
 

  



6 

 

 

【ディスカッションで出てきたアイデア】 
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ウ 第３回協議会 

日時：令和元年 12月 16日（月） 

場所： 飯山市社会福祉センター会議室 

内容： 

 ・第２回協議会アイデアに対する取組状況報告 

 ・協議会メンバーに協力いただきたいことの抽出・確認 

 ・PRツールのアイデア抽出等 

 ・事務局からのログファイヤーの事業展開に関する報告 

 ・その他意見交換 

 

  



8 

 

 

【ディスカッションで出てきたアイデア】 
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エ 第４回協議会 

日時：令和２年１月 24日（金） 

場所： 飯山市文化交流会館なちゅら 

内容： 

 ・本事業の振り返り 

 ・今後の林福連携事業及び里山ウェルネス研究会の活動について 

 ・意見交換 
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３ 平成 31年度の事業計画の作成 

 各ステークホルダーと、地域課題の明確化、事業の目的、目標、行動計画を共有するために２

カ年の事業計画を作成した。 
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４ 事業計画に基づく事業の実施 

(1) 実証事業及びプログラムの確立 

ア NPO所属者・利用者等を対象に一定期間を通した実証事業を実施 

 １年目に構築した進め方を中心に、「NPO 法人ここから」等の障がい者支援施設に    

所属する者及び施設利用者を対象に一定期間を通した実証事業を実施した。 

 本年度の事業においては、以下が実施日である。 

実施日 
出席者数 

主な実証内容 
施設利用者 支援員 

５月 22日 ５名 １名 皮むき作業・やすりがけ作業 

７月４日 ２名 ２名 皮むき作業・やすりがけ作業 

９月 12日 ３名 １名 皮むき作業・やすりがけ作業 

10月 21日 ４名 １名 皮むき作業・やすりがけ作業 

12月 19日 ４名 １名 皮むき作業・やすりがけ作業 

イ 実証事業後に参加者へのアンケート・ヒアリング等の実施 

 事業実施後、利用者(実証事業参加者)と施設の支援員に対して、アンケート（ヒアリ

ング）を実施し、以下のようなコメントが得られた。 

 

＜利用者の感想＞ 

⚫ とてもやりがいがあった。こんな仕事をしてみたい。（１回参加） 

⚫ 楽しかった。始めは難しかったけど、やりやすい道具も作ってくれて良かった。（全

参加） 

⚫ 腰が痛かったけど、楽しかった。夢中になって作業できた。だんだんと仕上がって

いく数が増えていって、やりがいがあった。（全参加） 

⚫ 始めは緊張したけど、少しずつ慣れていった。まだ、緊張はするけど、楽しかった。

（３回参加） 

⚫ 難しかったけど、少ししたら慣れた。また、やりたい。（１回参加） 

⚫ 疲れたけど、楽しかった。（２回参加） 
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＜支援員の感想＞ 

⚫ 去年、皮むき作業の体験と道具の選定ということで活動することができ、利用者

の 中で作業に対する心構えができたのは良かった。 

⚫ 施設から出て、皮むき作業をするという雰囲気の場所で作業できたことは、利用者

のモチベーションが上がったように感じた。また、毎回、丁寧に指導していただけ

て良かった。 

⚫ 皮むきの作業に関して、始めは体験の続きの気持ちだったようだが、余頃さんから

の用途別の利用方法などを聞いていくうちに、仕事としての活動という気持ちが

芽生えていったように感じた。 

⚫ 緊張しやすいという特性の方たちが、作業を通じて他の人と関わり、指導を受けて

いくにつれて、少しずつご本人が自信をもって活動していく様子が見られました。

すぐに緊張は解けなくても、「作業をする」「仕事をする」ということがご本人達に

大きな変化をもたらしたと思います。 

⚫ 自立訓練施設は２年間あるいは３年間での受け入れ施設なので、ずっと同じ利用

者がいることはないが、グリーンシーズンに１か月に１～２度くらいのスパンで

このような活動があると気分転換にもなるのでありがたい。 

 

(2) 林業関係者等を中心としたログファイヤーの製作講座の実施 

 林業に携わる方への周知や本事業への賛同・協力を得られるように、「いいやま里の

家」や「なべくら高原・森の家」等の近隣施設を活用し、林業家、林業関係者及び市民

に向けたログファイヤー製作のための講座を開催した。 

 

日時：令和元年７月 28日（日） 

場所：いいやま里の家 

参加者：一般参加者９名 EPO２名 

内容： 

 ◎ デモンストレーション 

  ◎ 参加者による製作練習 

  ◎ 大きさ 

   小 直径 18センチ〜22センチ 長さ 25センチ〜30センチ 

   大 直径 25センチ〜30センチ 長さ 35センチ〜40センチ 

  ◎ 着火実習（★燃焼実験を同時実施） 
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(3) 交流会及び報告会、セミナーの開催 

ア 地域住民を対象にクラフトづくりやログファイヤーの交流会 

 製作講座終了後に、参加者と地域住民との交流会を、製作したログファイヤーを活用

して開催した。また、交流会の中で、SDGsの説明と同時解決事業の紹介を行った。 

 

日時：令和元年７月 28日（日） 

場所：いいやま里の家 

内容：SDGsの説明、交流会 

  
 

イ 報告会と専門家によるセミナーの開催 

 市民団体、県民、行政職員、学校等幅広い方々を対象とし、地域の SDGsの取組の構築

と本事業の２ヵ年事業の報告を目的とした、報告会及びセミナーを開催した。 

 

日 時：令和２年１月 24日（金）  

場 所：文化交流会館なちゅら多目的ルーム１ 

参加者：25名 

＜内容＞ 

⚫ SDGsの基礎 

SDGs・地域の向こうに地球が見える 

 EPO中部 原 理史  

⚫ 基調講演 

長野県内でのパートナーシップによる SDGsの取組から 

 長野市市民協働サポートセンター センター長 阿部今日子 

 NPO法人長野県 NPOセンター 事務局次長 小林達矢 

⚫ 報告会 

飯山林福連携事業の報告会 

①飯山市林福連携事業（SDGs同時解決事業）の 2ヵ年の成果 

 里山ウェルネス研究会 事務局長 大和田正勝 

②飯山市での林福連携事業についてとこれから 

 里山ウェルネス研究会（フォレストデザイン）余頃友康 
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作成した開催案内チラシ 
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(4) 活動のＰＲ 

ア 活動のＰＲや製品化に向けた企画会議の実施 

 各協議会の WG 内で活動の PR や木材製品（ログファイヤー）の PR 方法を協議した。

その中で出た意見を元に簡易説明書と使い方の動画を作成、制作した。 

(ア) 簡易説明書 

  

 

(イ) 使い方動画（一部掲載） 

動画の URL： https://www.youtube.com/watch?v=OROU3FoDDu8&feature=share 
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イ イベント等での実際の活用 

 飯山市内で開催されたイベントにてログファイヤーを提供した。 

 提供したイベントは令和元年９月 14 日開催の小境地区祭りと令和２年２月８日開催

のかまくら祭り 

（左：地区の夏祭りで奉納として使用した写真 右：かまくら祭りに提供した際の写真） 

 

ウ 使用におけるモニター・アンケート調査の実施 

 ログファイヤーの事業展開を構築、拡大するために、モニターとして活用してくれた

方やイベントに参加した方に対し、ログファイヤーに関する選択式のアンケートを実施

した。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区の人に提供した際の写真（対岸の花火を見る際に集まっているとき（８月３日）） 
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 また、アンケートの主な項目と主項目のアンケート結果は以下の通りである。  

A．性別 

B．年代 

C．ログファイヤーの認知度  

D．ログファイヤーを知った経緯 

E．木材製品の使用経験 

F．体験してみての感想 

G．ログファイヤーの使用用途 

H．ログファイヤーの希望価格 

I．ご意見・ご感想 
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エ ＰＲツールの作成 

 活動の内容を取りまとめたＰＲツールを作成した。 
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オ ログファイヤーの規格設定と燃焼試験等 

 本事業で活用するログファイヤーは、多くの地域での製作、展開を目指していること

からログファイヤーの性能や安全性を確認するための燃焼試験等を実施した。 

 

＜燃焼試験の実施内容＞ 

 

＊着火したものはいずれも 3分以内に着火 

 

＜設定した規格＞ 

直径：20～25cm程度・長さ：35～45cm程度・ 

含水率：20％以下 

 

 

材料 
大きさ（ｍｍ） 含水率 

（％） 

着火の

結果 直径 長さ 

Ａ 220 340  12.1 ○ 

Ｂ 260 450  10.9 ○ 

Ｃ 250 400  50.4 × 
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カ その他 

(ア) 市民協働サポートセンターまんまる「機関紙 2019春号」に掲載 

 

 

 

 

(イ) 大分県日田市議会の視察協力 

 大分県日田市の市議会グループより飯山市の方に本事業に関する問い合わせがあっ

た。その結果、令和元年７月 28日に視察があり、その協力を行った。 

 

広報飯山（令和元年８月号）より 
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５ 「月次報告書」及び進捗管理表の提出 

(1) 作成・提出した「月次報告書」 

ア 2019年４月分 
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イ 2019年５月分 
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ウ 2019年６月分 
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エ 2019年７月分 
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オ 2019年８月分 
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カ 2019年９月分 

 

 

 



39 

 

キ 2019年 10月分 
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ク 2019年 11月分 
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ケ 2019年 12月分 
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コ 2020年１月分 
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サ 2020年２月分 
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(2) 進捗管理表による工程確認 

 中部地方環境事務所担当者、EPO中部、里山ウェルネス研究会の 3者による連絡会に

おいて、事業の進捗状況について確認を行った。 

 

ア 第１回連絡会時の進捗管理確認協議の結果 
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イ 第２回連絡会時の進捗管理確認協議の結果 
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ウ 第３回連絡会時の進捗管理確認協議の結果 
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エ 第４回連絡会時の進捗管理確認協議の結果 
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６ 連絡会、成果共有会への参加 

(1) 連絡会等 

 支援事務局が４回開催した連絡会に参加し、協議会事務局運営の進め方について協議、

確認を行った。 

ア 第１回連絡会 

 日 時：平成 31年４月 24日 

 場 所：EPO中部 

 内 容： 昨年度の事業についての課題 

  仕様書に対する進捗管理について 

     第１回の協議会についての確認 

   ログファイヤーの展開について 

イ 第２回連絡会 

 日 時：令和元年７月４日 

 場 所：飯山市文化交流館なちゅら多目的ルーム１  

 内 容： 業務の実施状況の確認 

  第１回（2019年度）の協議会についての振り返り 

      第２回協議会の確認 

      その他取組の報告等について 

ウ 第３回連絡会 

 日 時：令和元年 11月１日 

 場 所：飯山市文化交流館なちゅら多目的ホール２ 

 内 容： 業務の実施状況の確認 

  第３回協議会の内容確認 

     前回協議会で出たアイデアのその後の報告 

      PRツールの案の確認 

      1/24セミナーの開催内容等についての確認 

エ 第４回連絡会 

 日 時：令和元年 12月 16日 

 場 所：飯山市社会福祉センター会議室 

 内 容： 業務の実施状況の確認 

      PRツールの確認 

      1/24セミナーの開催内容等についての確認 
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(2) 成果共有会 

ア 成果共有会の開催概要と実施内容（成果発表） 

 全国事務局（環境省民間活動支援室が別途契約する地球環境パートナーシッププラザ）

が令和２年２月 23 日に東京で開催した全国成果共有会に出席した。この成果共有会は

全国８採択事業における「同時解決」のプロセスの可視化と社会への発信及び採択事業

にとっての今後のパートナー探しを目指したものである。内容は主に指定された様式に

よった２ヵ年事業のプレゼンテーション（採択団体５分、EPO５分）、ポスター形式によ

るディスカッションなどである。ディスカッションにおいては、２ヵ年における事業展

開の評価をいただき、地元食材や他の事業とコラボレーションした展開案などのアドバ

イスなど、様々なご意見を多くいただいた。 
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イ 成果共有会に向けて作成・提出した資料 

 成果共有会のフォーマットに従い、全５ページを作成し、提出した。 
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７ 支援事務局等との連携 

(1) EPO中部「活動見える化プログラム」の作成協力 

 EPO 中部が構築する「活動見える化プログラム」のケーススタディに、本事業を取り

上げ、分析チャート図等作成のためのヒアリングなどの支援を受けた。作成された分析

チャートは下記の通りである。 

 

【活動見える化プログラムのチャート図】 

 

 

(2) EPO中部主催フォーラムでの登壇とログファイヤー活用   

 ログファイヤーを多くの場所で展開をするため、取組のチラシ配布の協力や令和元年

11月 23日（土）に開催された EPO中部主催の協働フォーラム（信州の地域循環共生圏

づくりと協働取組）内で、取組発表やログファイヤーを活用したワークショップなどの

場所を提供頂いた。 
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(3) その他 

 その他の連携においては、協議会のディスカッションで出たアイデアを 2019 年度／

2022年度／（長期）将来目標に分類して整理した。協議会内の毎回最後に、ディスカッ

ションの内容と SDGs との相関性の振り返りを実施するなどの支援を受けた。また、令

和元年７月 28日に開催された製作講座及び交流会、令和２年１月 24日に開催されたセ

ミナー・報告会においても、積極的に参加いただき、当日の運営サポートなどの支援を

受けた。 
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８ 総括 

(1) ２ヵ年の事業における事業分析 

 事業運営に関して、開始当初は多くの方々から事業実施の見通し等について、多くの

懸念や否定的な意見も多く見られる中でスタートであった。１年目で地域行政である飯

山市との関係も深くなり、行政側からも多くの意見をいただく事ができた点がこの事業

が滞りなく展開できた大きな要因のひとつであると考えられる。このことにより、多く

のステークホルダーとの関係をもつことが出来たと感じている。 

 

＜ステークホルダーの変化 左：開始当初 右：現在のステークホルダー＞ 
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 また、地域内において里山に対する関心が向上し、未利用木材の新たな活用が確立さ

れ、森林を活用した事業や新たな林福連携の創出など、多方面での事業展開に繋がって

いる。さらに、本事業で目指す社会課題の解決「障がい者の雇用支援」については、障

害者雇用促進法・自立支援法に関わる就労支援やＡ型・Ｂ型事業所の設立等を本事業で

展開することは実質難しいと判断し、就労場所の確保ではなく、「障がい者の自立支援

の場・機会の提供」を目指した展開が適当であることが確認された。こうしたこともあ

り、市の重点施策にもあげられるようになった。 

 

 

以下に 2ヵ年の事業成果のまとめを示す。 
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(2) 今後に向けての取組 

ア ログファイヤーの生産と普及 

 まず、今後のログファイヤーを普及するためには、流通先の確保が重要である。現在

も一部実施中の案件もあるが、ふるさと納税の返礼品としての展開、販売先（販売協力

先）との連携などを行い、少しずつ生産量と流通先を増やしていく。そのためには、林

福連携の商品であることを示すために製作に携わった障がい者のメッセージカードの

添付を行うなど、付加価値（ブランドの価値化）も必要となる。また、セレモニーや贈

答用などの特殊用途への対応などから地域イベントでの継続的な使用も目指していく。

さらに、多くの地域でログファイヤーを展開できるよう NPOわおんが実施している「森

カフェ養成講座」など他の団体と組んだ製作体験や講座の実施も行っていく予定である。 

 

 

＜ログファイヤーの価格設定＞ 

・設定価格 

サイズ 直径 長さ （高さ） 価格（円：税込） 

皮付き 皮なし 

小 12ｃｍ以上 18ｃｍ未満 20ｃｍ～30ｃｍ程度 1,500 1,900 

中 18ｃｍ以上 24ｃｍ未満 30ｃｍ～40ｃｍ程度 2,700 3,400 

大 24ｃｍ以上 30ｃｍ未満 40ｃｍ～50ｃｍ程度 4,500 5,400 

特大 24ｃｍ以上で受注 50ｃｍ以上 要相談 要相談 
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・算出根拠 

材料費（円） 製作費（円） 
原価合計 

（円） 
原価率 スギ３ｍ材 1㎥

で作れる個数 

材料 1個あ

たりの価格 
加工費 乾燥費 保管費 

皮むき費 

（支援費） 

130個 90 500 300 100 300 1,290 68% 

53個 210 800 500 200 500 2,210 65% 

17個 650 1,000 700 300 700 3,350 62% 

＊中丸太 11,000円／㎥で算出 

 

イ 東京パラリンピックとの連携の検討 

 ログファイヤーを PR するにあたり、2020 年７月に東京オリンピック・パラリンピッ

クが開催されることに向けての活動も行っている。このきっかけとなったのも、協議会

内で活用してもらえないのかという意見がでたのがはじまりだった。日本国は環境オリ

ンピック・パラリンピックを掲げていることもあり、あわせて、障がい者とともに製作

した物という点も踏まえ、数回、実現に向けてオリンピック・パラリンピック運営事務

局や林野庁とも意見交換を実施した。そうした結果、飯山市をはじめとするホストタウ

ン登録しているホストタウンの取組と連動した形を模索することとなった。具体的には、

飯山市と協力し、木材を多く活用する国のホストタウンになっている行政に声をかけ、

イベント等で活用してもらうということである。例えば、長野県内であれば長野市がデ

ンマーク、安曇野市がオーストリア、関東でいえば栃木県の那須塩原市がオーストリア

を、ホストタウンとして登録しており、こういった行政に声をかけ、各地の木材を活用

したログファイヤーを製作し、イベント等での活用を目指していく。 

 

ウ 森林を使った認知症予防 

 本事業の活動をきっかけとして、新たな林福連携事業が生まれた。それは、森林を使

った認知症予防である。全国で認知症対策が課題とされる昨今、認知症の治療法は確立

されていない中、認知症の非薬物療法の可能性を明らかにすべく取組である。長野県飯

山市の森林にて、森林内の空気の成分（森の香り）が認知機能に対しどのような影響を

与えるかを調査研究する。内容としては、認知機能変化の違いがわかるように被験者（老

健施設に通所されている方を想定）に対し、森林ウォーキング群、森林浴群、室内レク

レーションリハビリ（レクリハ）群の３グループに分けて長谷川式などの認知機能テス

トを行う。調査期間は６～７ヶ月を予定。 

 併せて、森林内における空気の定性調査（どのような成分が存在するか）、定量調査

（その成分がどのくらいの量存在するか）も合わせて調査する。 
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 実施場所は森林セラピー基地（なべくら高原など）や当団体拠点地（いいやま里の家）

周辺の山林等で行う予定である。 

エ 地域のプラットフォーム団体への発展 

 近年、特に地方都市では、過疎化・高齢化により、自治会などのコミュニティ機能が

低下している現状がある。現在、飯山市内においていくつかのＮＰＯが活動を行ってい

るなか、地域市民や企業、行政が一体となって協働・活動している取組は数少ない。 

 当団体が活動フィールドとする森林活動においても例外ではない。 

 このような地域課題の解決に向けて、地域住民と周辺で活動する我々が多く交われる

ような地域になれるよう、個々の知識、経験等を活かしながら、地域の理想の将来像を

実現させるための「地域プラットフォーム」の形成を目指す。 
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今後に向けた活動のまとめ 
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参考資料

資 ￥料 
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（参考資料１）Ｈ31年度事業計画書 
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（参考資料２）飯山林福連携推進協議会議事録 

第１回 飯山林福連携推進協議会議事録 

１．日時 令和元年５月 22日（水） 

２．場所 なべくら高原森の家 

３．参加者 宮澤 豊   里山ウェルネス研究会副代表 

大和田正勝  里山ウェルネス研究会事務局長 

余頃友康   里山ウェルネス研究会 

有井寿美男  一般財団法人日本森林林業振興会長野支部 

西川遼馬   飯山市社会福祉協議会 

志水善一   長野県北信地域振興局林務課 

岩塚伸人   林野庁中部森林管理局北信森林管理署 

溝手康人      環境省中部地方環境事務所環境対策課  

清本三郎   EPO中部 

富田夏子   EPO中部    

原 理史   EPO中部  

清本三郎   EPO中部 

４.内容 （１）昨年度の報告、本年度の事業計画及びスケジュールについて 

（２）同時解決事業についての説明 

（３）ワークショップ 

（４）ログファイヤーの普及企画会議 

（ログファイヤーのワークショップ）           

（５）その他 意見交換 
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第２回 飯山林福連携推進協議会議事録 

１．日時 令和元年７月４日（木） 

２．場所 いいやま里の家 

３．参加者 宮澤 豊 里山ウェルネス研究会副代表 

大和田正勝 里山ウェルネス研究会事務局長 

余頃友康 里山ウェルネス研究会 

川中直美 里山ウェルネス研究会（NPO法人ここから） 

鈴木靖史 飯山市民生部保健福祉課課長 

松田一騎    長野県健康福祉部障がい者支援課 

岩塚伸人   林野庁中部森林管理局北信森林管理署 

溝手康人      環境省中部地方環境事務所環境対策課 

西田清紀   環境省中部地方環境事務所環境対策課 

清本三郎   EPO中部 

富田夏子   EPO中部    

原 理史   EPO中部 

江口健介   GEOC         

４.内容 （１）障がい者施設利用者の作業見学 

（２）施設職員による利用者の様子等のお話 

（３）作業におけるワークショップ  

（４）第１回協議会の振り返り 

（５）その他 意見交換 等 
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第 3回 飯山林福連携推進協議会議事録 

１．日時 令和元年 12月 16日（月） 

２．場所 飯山市社会福祉センター会議室 

３．参加者 宮澤 豊 里山ウェルネス研究会副代表 

大和田正勝 里山ウェルネス研究会事務局長 

余頃友康 里山ウェルネス研究会 

鈴木靖史 飯山市民生部保健福祉課課長 

岩塚伸人   林野庁中部森林管理局北信森林管理署 

溝手康人      環境省中部地方環境事務所環境対策課 

清本三郎   EPO中部 

富田夏子   EPO中部    

原 理史   EPO中部 

４.内容 （１）第２回協議会アイデアに対する取組状況報告 

（２）協議会メンバーに協力いただきたいことの抽出・確認 

（３）PRツールのアイデア抽出等 

（４）事務局からのログファイヤーの事業展開に関する報告 

（５）その他意見交換 

 



77 
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第 4回 飯山林福連携推進協議会議事録 

１．日時 2令和２年１月 24日（金） 

２．場所 飯山市文化交流会館なちゅら 多目的ホール１ 

３．参加者 宮澤 豊 里山ウェルネス研究会副代表 

大和田正勝 里山ウェルネス研究会事務局長 

余頃友康 里山ウェルネス研究会 

江尻浩和 飯山市経済部農林課課長 

城 風人 長野県林務部信州の木活用課課長 

有井寿美男 一般財団法人日本森林林業振興会長野支部 

鈴木靖史 飯山市民生部保健福祉課課長 

岩塚伸人   林野庁中部森林管理局北信森林管理署 

溝手康人      環境省中部地方環境事務所環境対策課 

清本三郎   EPO中部 

富田夏子   EPO中部    

原 理史   EPO中部    

４.内容 （１）本事業の振り返り（一人一人の振り返り） 

（２）今後の活動について 

（３）意見交換 
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（参考資料３）制作したＰＲツール 
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(参考資料 ４)皮むき作業におけるヒアリングのまとめ 

 

 

＜利用者の感想＞ 

・とてもやりがいがあった。こんな仕事をしてみたい。（1回参加） 

・楽しかった。始めは難しかったけど、やりやすい道具も作ってくれて良かった。（全参加） 

・腰が痛かったけど、楽しかった。夢中になって作業できた。だんだんと仕上がっていく数が増

えていって、やりがいがあった。（全参加） 

・始めは緊張したけど、少しずつ慣れていった。まだ、緊張はするけど、楽しかった。（3 回参

加） 

・難しかったけど、少ししたら慣れた。また、やりたい。（1回参加） 

・疲れたけど、楽しかった。（2回参加） 

 

＜支援員の感想＞ 

・去年、皮むき作業の体験と道具の選定ということで活動することができ、利用者の中で作業に

対する心構えができたのは良かった。 

・施設から出て、皮むき作業をするという雰囲気の場所で作業できたことは、利用者のモチベー

ションが上がったように感じた。また、毎回、丁寧に指導していただけて良かった。 

・皮むきの作業に関して、始めは体験の続きの気持ちだったようだが、指導者（余頃さん）から

の用途別の利用方法などを聞いていくうちに、仕事としての活動という気持ちが芽生えていっ

たように感じた。 

・緊張しやすいという特性の方たちが、作業を通じて他の人と関わり、指導を受けていくにつれ

て、少しずつご本人が自信をもって活動していく様子が見られました。すぐに緊張は解けなく

ても、「作業をする」「仕事をする」ということがご本人達に大きな変化をもたらしたと思いま

す。 

・自立訓練施設は 2 年間あるいは 3 年間での受け入れ施設なので、ずっと同じ利用者がいるこ

とはないが、グリーンシーズンに 1 か月に 1～２度くらいのスパンでこのような活動があると

気分転換にもなるのでありがたい。 

 

 

 

 

 

 

 

実施日 
出席者数 

主な実証内容 
施設利用者 支援員 

５月 22日 ５名 １名 皮むき作業・やすりがけ作業 

７月４日 ２名 ２名 皮むき作業・やすりがけ作業 

９月 12日 ３名 １名 皮むき作業・やすりがけ作業 

10月 21日 ４名 １名 皮むき作業・やすりがけ作業 

12月 19日 ４名 １名 皮むき作業・やすりがけ作業 
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(参考資料 ５)ログファイヤー使用におけるアンケート用紙と結果 

ログファイヤーアンケート 

＊当てはまるものすべてに○をつけてください。 

A．性別 

  男  ・  女    

 

B．年代 

  10代・20代・30代・40代・50代・60代・70代以上   

 

C．ログファイヤーまたは木ろうそくをご存知ですか？  

   １．しっている  ２．聞いたことはある ３．しらない（聞いたことない） 

３の人は Eにお進みください 

 

D．Cで１と２の方にお聞きします。何で知りましたか？ 

 １．テレビ ２．新 聞 ３．雑 誌 ４．どこかの催し物 ５.知人を通じて 

 ６．どこかのサイト（具体的にわかれば                ） 

 ７．その他（                       ） 

                     

E．今まで、木材を使った生活用品（お箸、スプーン、茶碗、コップなど）を使用したことはあ

りますか？または使ってみたいと思っていますか？ 

 １．使ったことがある ２．使っていないが使ってみたい意欲はある 

 ３．木材ではないが地球環境に配慮したものを選ぶようにしている ４．考えたことがない 

 

F．今回、実際にログファイヤーを使用してよかった、楽しかったですか？ 

  また、その理由も教えてください。 

 １．良かった（楽しかった）２．普通 ３．良くなかった 

理由（例：着火が楽しかった、料理がよかった、難しかった など） 

  

G．ログファイヤーはどんな場所・用途で使用した方が良いと思いますか？（複数回答可） 

 １．レジャー（キャンプ場）  ２．学校教育（環境教育） ３．家庭（普段使い） 

 ４．お寺（奉納） ５．防災備蓄品など ６．灯としての利用 ７．調理器具 

８．オブジェ ９．特にない  

１０．その他（                              ） 

 

H．今回使用したログファイヤーを購入するとしたら、希望価格はどのくらいですか。 

 １．3,000円くらい ２．5,000円くらい ３.10,000円くらい ４．10,000円以上 

 ５．その他（           ） 

 

I．ご意見・ご感想があればご自由にお書きください。 

＊着火体験をされた方は着火までの時間をご記入ください。 

ご協力ありがとうございました。   

 

＜アンケート結果＞ 
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C．ログファイヤーまたは木ろうそくをご存知ですか？  

   １．しっている  ２．聞いたことはある ３．しらない（聞いたことない） 

 

D．Cで１と２の方にお聞きします。何で知りましたか？ 

 １．テレビ ２．新 聞 ３．雑 誌 ４．どこかの催し物 ５.知人を通じて 

 ６．どこかのサイト（具体的にわかれば                ） 

 ７．その他（                       ） 

 

 

＊その他の回答：学校 

 

E．今まで、木材を使った生活用品（お箸、スプーン、茶碗、コップなど）を使用したことはあ
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りますか？または使ってみたいと思っていますか？ 

 １．使ったことがある ２．使っていないが使ってみたい意欲はある 

 ３．木材ではないが地球環境に配慮したものを選ぶようにしている ４．考えたことがない 

 

F．今回、実際にログファイヤーを使用してよかった、楽しかったですか？ 

  また、その理由も教えてください。 

 １．良かった（楽しかった）２．普通 ３．良くなかった 

 
＊コメントとして：焼きマシュマロがおいしかったという意見が多数複数あり 
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G．ログファイヤーはどんな場所・用途で使用した方が良いと思いますか？（複数回答可） 

 １．レジャー（キャンプ場）  ２．学校教育（環境教育） ３．家庭（普段使い） 

 ４．お寺（奉納） ５．防災備蓄品など ６．灯としての利用 ７．調理器具 

８．オブジェ ９．特にない  

１０．その他（                              ） 

 

 

H．今回使用したログファイヤーを購入するとしたら、希望価格はどのくらいですか。 

 １．3,000円くらい ２．5,000円くらい ３.10,000円くらい ４．10,000円以上 

 ５．その他（           ） 

 

 

＊その他の回答：1,500円（2名） 
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(参考資料 ６)ログファイヤーの使い方 

 

ログファイヤー®の使い方 

●着火前に 

・ログファイヤーは、雨のあたらない風通しの良い場所で保管し、乾燥したものをお使

いください。日当たりが良いところですとなお良いです。 

 

・木のトゲや火から手を保護するため、軍手などを着用して使用してください。 

 

・安定した場所にログファイヤーを設置してください。長いログファイヤーは、底に幅

の広い板をビス留めするなどして、安定させてください。 

 

・安全確保のため、バケツ等に十分な水を準備してください。 

 

・割れ防止および隙間確保のため、切り込みに枝や板を挟んである場合があります。取

り除いてお使いください。取り除いた枝や板は焚きつけとしてお使いいただけます。 

ただし、枝や板を取り除くことによって切り込みが閉じるようでしたら隙間確保のた

め、そのまま挟んでおいてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●着火 

・ログファイヤーの上部のくぼみに、火のついた炭を置くか、固形の着火剤または小枝

や割り箸に新聞などの紙を焚きつけにしてライター等で火をつけてください。うちわ

等で煽ぐと、ログファイヤー本体への着火が早まります。 

 

・着火剤を使用する場合は、ゼリー状のものや着火後溶けてしまうものは避けて、固形

のものを使用してください。通常は 1 時間半程度燃えていますが、溶けやすい着火

剤をお使いになり、火が切り込みの底部に早く届いてしまいますと、早く燃え終わり

ます。 

 

・一度ログファイヤー本体に着火すると、あとは自然に切れ込みに沿って火が下がりな

がら燃えていきます。 



99 

 

 ●燃焼中 

・ログファイヤーに完全に火がついた後、ログファイヤーの上部にヤカンや鍋などをの

せると、お湯を沸かしたり調理したりすることができますが、燃焼するに従い上部が

薄くなっていきます。さらに燃焼させると、重量に耐えられず折れますので、適当な

タイミングで上部にのせた物は下ろしてください。 

 

・風が一定方向から吹いている場合は、燃焼に偏りができます（側面の燃え方に差がで

ます）ので、回転させながら使用してください。 

 

・火が強すぎる場合は、水をかけて火力を落としてください。完全に消火しなければ再

度火力は回復してきます。 

 逆に火が弱まりましたら、ウチワ等で煽いでください。ただし、ログファイヤーは上

部から燃えていき、切り込みの下部にいくほど、火が弱まりますので、火が下部に届

く辺りでは、煽いでも炎は出ません（おき火の状態で燃えています）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●消火・終了 

・切れ込みの下端まで火が届いたら、自然に火が弱まり消えていきます。 

 ログファイヤーの底部と側面の一部は燃え残ります。 

 

・確実に鎮火させるため、水をかけて煙が出なくなるのを確認してください。また、温

度が下がったことを確認してください。 

 

・焼け残った部分は、行政区のルールに従って適切に処分しましょう。 

 

 

 

●免責事項 

・本製品によって生じるいかなる傷害や損害等についても一切責任を負いません。 
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(参考資料 ７)機関紙に掲載されたログファイヤーの記事 

長野市協働サポートセンター 機関紙まんまる 「まんまる 20号 2019春」に掲載 
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(参考資料 ８)SDGs評価シート 
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この印刷物は、グリーン購入法に基づく基本方針における「印刷」に係る判断の基準に従い、印

刷用の紙へのリサイクルに適した材料［Ａランク］のみを用いて作成しています。



 

 


